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徳

林

寺

史

の
研

究

小

坂

雅

俊

第

一
章

徳
林
寺

の
由
緒

・
沿
革

第

一
節

徳
林
寺
創
建
の
由
緒

大
龍
山
徳
林
寺
は
、
永
仁
二
年

(
一
二
九
四
)
に
尾
張
国
余
野
村
に
住
む
武
士
、
小
池
与
八
郎
貞
宗
が
亡
母
追
福
の
為
に
建
立
さ
れ
た
寺

で
あ
る
。
建
立
当
時
は

「空
母
山
徳
蓮
寺
」
と
称
し
、
宗
派
は
真
言
宗
で
あ

っ
た
。
残
念
な
が
ら
そ
の
当
時
の
様
子
な
ど
を
示
す
記
録
や

位
牌
は
現
在
残
さ
れ
て
お
ら
ず
詳
し
い
事
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
百
七
十
余
年
の
間
、
戦
国
の
兵
火
な
ど
に
幾
度
と
な
く
遭

っ
た
徳
蓮

寺

は
寺
閣
も
荒
廃
し
、

一
時
衰
退
し
て
し
ま

っ
た
。

文
明
元
年

(
一
四
六
九
)
大
久
地
城

(箭
筈
城
)
主
で
あ

っ
た
織
田
遠
江
守
広
近
公
が
衰
退
し
て
い
た
徳
蓮
寺
を
塔
頭
の
龍
福
庵

・
全
徳

庵

・
宝
光
院

・
徳
重
庵
の
四
力
寺
と
合
わ
せ
て

「大
龍
山
徳
林
寺
」
と
改
称
し
、
美
濃
岐
阜

の
瑞
龍
寺
よ
り
悟
渓
宗
頓
禅
師
を
開
山
と
し

て
招
き
再
興
し
た
。

こ
こ
に
記
し
た
以
外
に
、
徳
林
寺
創
建
の
由
緒
と
し
て

「山
姥
物
語
」
と
い
う
伝
説
が
語
り

つ
が
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後



に
伝
説
の
章
に
記
す
る
事
に
し
た
い
。
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第
二
節

徳
林
寺
の
沿
革

徳
林
寺
の
沿
革
を
た
ど

っ
て
い
く
上
で
、
本
来
な
ら
ば
徳
蓮
寺

の
時
代
か
ら
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
が
、
第

一
節
で
も
述
べ
た
よ
う

に
そ
の
当
時
の
記
録
が
全
く
残
さ
れ
て
い
な
い
為
、
徳
林
寺
に
改
称
し
て
か
ら

の
事
に

つ
い
て
述
べ
て
い
く
事
に
す
る
。

織
田
広
近
公
に
よ

っ
て
招
か
れ
た
悟
渓
宗
頓
禅
師
は
、
法
嗣
の

一
人
で
あ
る
寿
岳
宗
彰
禅
師
に
徳
林
寺
を
創
建
開

山
と
し
て
継
承
さ
せ
、

自
ら
は
岐
阜
の
瑞
龍
寺
に
住
寺
し
た
。
よ

っ
て
悟
渓
禅
師
は
徳
林
寺
に
お
け
る
勧
請
開
山
と
な
る
。
創
建
開
山
寿
岳
和
尚

の
後
を
継
い
だ

の
が
第

二
世
蘭
室
宗
幡
和
尚
で
あ
る
。
こ
の
蘭
室
和
尚
の
時
、
天
正
十
二
年

(
一
五
八
四
)
に
小
牧
長
久
手
の
合
戦
が
お
こ
り
、
そ
の
時
に

秀
吉
方

の
兵
火
に
よ

っ
て
殿
堂
及
び
四
塔
頭

(龍
福
庵

・
全
徳
庵

・
宝
光
院

・
徳
重
庵
)
を

こ
と
ご
と
く
焼
失
し

て
し
ま

っ
た
。
そ
の
中

に
あ

っ
て
古
方
丈
と
中
門
だ
け
は
幸
い
に
も
焼
失
を
免
れ
、
こ
の
二
つ
は
現
在
ま
で
残
さ
れ

て
い
る
。
蘭
室
和
尚
は
、
こ
の
兵
火
の
中
に

あ

っ
て
本
尊
の
前
で
大
喝

一
聲
し
て
何
処
と
も
な
く
寺
を
去
り
、
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
美
濃

の
伊
木
山
中

(現
在

の
各
務
原
市
)
に
於
て

寂

し
た
と
な

っ
て
い
る
。
よ

っ
て
歴
代
住
職
の
中
で
蘭
室
和
尚

の
み
遷
化
の
目
が
不
明
で
あ
る
。

蘭
室
和
尚
以
後
百
五
十
余
年
の
間
、
徳
林
寺
は
無
住
寺
院
と
し
て
経
過
し
て
い
る
。
そ
の
間

の
慶
長
三
年

(
一
五
九
八
)
に
は
、
海
甫
智

公

和
尚
に
よ
り
塔
頭
で
あ

っ
た
全
徳
庵
が
再
興
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
第
三
世
と
し
て
住
寺
し
た
の
が
継
山
全
初
和
尚
で
あ
る
。
継
山
和

尚

は
享
保
年
間

(
一
七

一
六
-

一
七
三
六
)
に
、

一
宮
笹
野
の
妙
光
寺
の
石
渓
智
頑
和
尚

の
法
系
を
継
承
し
て
き
た
が
、
こ
の
法
系
の
源
は

寿
岳
宗
彰
禅
師
で
あ
る
為
、
蘭
室
和
尚
ま
で
の
徳
林
寺
の
法
系
と
変
わ
り
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
継
山
和
尚

は
徳
林
寺

の
中
興
開
山

と
な

っ
て
お
り
、
寺
門
興
隆
の
為
に
大
変
力
を
尽
く
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
第
四
世
大
保
元
養
和
尚
も
同
じ
く
寺
門
興
隆
に
力
を
尽
く

し
た
。
し
か
し
、
第
五
世
椿
曳
全
固
和
尚
は
そ
れ
ま
で
の
歴
代
和
尚
と
は
少
々
違

っ
て
い
た
。
椿
嬰
和
尚
は
稀
な

る
酒
豪
で
あ

っ
た
。
そ

し
て
寺
は
だ
ん
だ
ん
と
貧
し
く
な

っ
て
い
き
、
遂
に
は
そ
の
酒
の
た
め
に
和
尚
自
身

の
命
ま
で
も
亡
く
し
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
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第
六
世
戒
田
辮
珠
和
尚
が
住
寺
し
た
時
の
徳
林
寺
の
貧
し
さ
は
大
変
な
も
の
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。
食
事
を
す
る
た
め
の
茶
碗
や
箸
す
ら

無
か

っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
た
中

で
戒
田
和
尚
は
寺
門
再
興

の
た
め
に
ひ
た
す
ら
托
鉢
に
歩
い
た
と
い
わ
れ
、
そ

の
当
時
の
姿
を
現
在
に

伝
え
る
も
の
と
し
て

「戒
田
和
尚
托
鉢
の
図
」
と
い
う

一
軸
が
残
さ
れ
て
い
る
。

第
七
世
理
山
恵
琳
和
尚
、
第
八
世
堂
慮
祖
蘭
和
尚
は
共
に
寺
門
興
隆
に
力
を
尽
さ
れ
た
。
そ
の
当
時
の
徳
林
寺

は
、
田
畑
山
林
十
三
町

歩
余
を
持
ち
、
年
間
に
二
百
数
十
俵
の
年
貢
を
収
納
し
て
い
た
。
第
六
世
の
戒
田
和
尚
が
住
寺
さ
れ
た
こ
ろ
か
ら

す
る
と
考
え
ら
れ
な
い

ほ
ど
立
派
に
徳
林
寺
は
甦

っ
て
い
た
。

第
九
世
龍
源
全
珠
和
尚
は
、
在
職
僅
か
十
五
年
に
し
て
本
堂

・
庫
裡
及
び
山
門
を
建
築
さ
れ
た
。
な
お
こ
の
庫

裡
は
、
犬
山
城
主
成
瀬

公
所
有
の
建
物
で
武
者
所
で
あ

っ
た
瑞
泉
寺
山
内
臨
渓
院
の
庫
裡
を
明
治
七
年

(
一
八
七
四
)
に
、
金
三
百
九
十
円

で
購
入
し
移
築
た
も

の

で
あ
る
。
ま
た
山
門
は
、
明
治
九
年

(
一
八
七
六
)
に
犬
山
城

の
第

一
黒
門
を
金
二
十
三
円
で
購
入
し
移
築
し
た
も

の
で
あ
る
。
本
堂
は
明

治
十
三
年

(
一
八
八
〇
)
に
完
成
し
て
い
る
。

第
十
世
浩
道
恵
然
和
尚
は
、
書
院
及
び
開
山
堂
を
新
築
さ
れ
た
。
ま
た
明
治
二
十
四
年

(
一
八
九

一
)
十
月
の
濃

尾
大
震
災
に
よ
り
諸
堂

が
被
害
を
う
け
、
翌
二
十
五
年
三
月
に
大
修
繕
を
行

っ
て
い
る
。

浩
道
和
尚
に
は
五
人
の
法
嗣
が
お
り
、
そ
の
内

の

一
人
大
休
愚
底
和
尚
は
、
塔
頭
で
あ

っ
た
全
徳
庵
の
第
十
世
と
な
り
、
明
治
三
十
四

年

(
一
九
〇

一
)

一
月
に
徳
林
寺
よ
り
全
徳
庵
を
独
立
さ
せ
、
「福
新
山
全
徳
寺
」
に
改
称
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
大
休
和
尚
は
全
徳
寺

の
中
興
開
山
と
な

っ
て
い
る
。

第
十

一
世
大
方
玄
海
和
尚
の
時
、
昭
和
十
六
年

(
一
九
四

一
)
に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま

っ
た
。
幸
に
し
て
戦
火
は
ま
ぬ
が
れ
た
が
、
軍
に

よ

っ
て
梵
鐘
な
ど
を
供
出
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
は
全
国
の
他
の
寺
院
に
も
多
く
み
ら
れ
た
こ
と
で
、
仏

の
鐘
ま
で
も
銃
弾
な
ど

に
さ
れ
た
と
い
う
の
が
戦
争
の
悲
し
い
現
実
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年

(
一
九
四
五
)
十
二
月
、
敗
戦
に
伴
い
行
わ
れ

た
農
地
改
革
に
よ

っ
て

徳
林
寺
は
約
十
二
町
歩
の
田
畑
を
政
府
に
安
価
で
買
い
上
げ
ら
れ
、
寺
領
は
僅
か
な
山
林
の
み
を
残
す
だ
け
に
激

減
し
た
。
昭
和
二
十
三
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年

(
一
九
四
八
)
梵
鐘
が
再
鋳
さ
れ
鐘
楼
に
鐘
が
甦

っ
た
。
そ
れ
か
ら
十

一
年
後
の
昭
和
三
十
四
年

(
一
九
五
九
)
九
月
、
東
海
地
方
を
襲

っ

た
伊
勢
湾
台
風
に
よ

っ
て
徳
林
寺
も
鐘
楼
が
倒
壊
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
が
、
五
年
後
の
昭
和
三
十
九
年

(
一
九
六
四
)
に
は
新
た
な

鐘
楼

が
建
立
さ
れ
現
在
の
姿
と
な

っ
て
い
る
。

第

十
二
世
瑞
岩
實
穂
和
尚
の
代
に
な
り
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
四
十
九
年

(
一
九
七
〇
～

一
九
七
四
)
に
か
け
て
昭
和
の
大
修
繕
が
行
わ

れ
、
本
堂
及
び
庫
裡
の
瓦
葺
き
替
え
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
庭
園

(禅
苑
)
が
整
備
さ
れ
、
昭
和

四
十
七
年

(
一
九
七
二
)

に
完
成
し
て
い
る
。
昭
和
六
十

一
年

(
一
九
八
六
)
に
は

「慈
母
観
音
像
」
が
建
立
さ
れ
、
同
年
三
月
十
八
日
に
開
眼
供
養
が
行
わ
れ
、
以

後
毎
年
法
要
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

昭
和
六
十
四
年

(
一
九
八
九
)

一
月
七
日
、
昭
和
の
時
代
に
終
り
を
告
げ
、
世
は
平
成
の
時
代
を
迎
え
た
。
徳
林

寺
も
平
成
五
年

(
一
九

九
三
)
に
創
建
七
百
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
と
し
て

一
切
経
を
納
め
る
経
蔵
堂
を
新
築
し
、
開
山
堂

・
位
牌
堂
を
改
築
し
、
共
に
平
成
六
年

(
一
九
九
四
)
に
完
成
し
て
い
る
。
平
成
七
年

(
一
九
九
五
)
十
月
に
は
徳
林
寺
創
建
七
百
年
と
、
創
建
開
山
寿
岳
和
尚
五
百
年
遠
諦
を
記

念
し
て
報
恩
授
戒
会
が
行
わ
れ
、
徳
林
寺
も
新
た
な
時
代

へ
一
歩
を
踏
み
出
し
た

の
で
あ
る
。

第

二
章

徳
林
寺
の
開
山

・
開
基

第

一
節

徳
林
寺
の
開
山

徳
林
寺

の
開
山
に
は
、
勧
請
開
山
悟
渓
宗
頓
禅
師
と
創
建
開
山
寿
岳
宗
彰
禅
師
が
い
る
。
ま
た
こ
の
二
師
の
他

に
中
興
開
山
と
し
て
継

山
全
初
和
尚
も
い
る
が
、
こ
こ
で
は
勧
請
開
山
と
創
建
開
山
に

つ
い
て
述

べ
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

(
一
)
勧
請
開
山
ー
悟
渓
宗
頓
ー

徳
林
寺
勧
請
開
山
悟
渓
宗
頓
禅
師
は
、
妙
心
寺
派
の
四
派
の

一
つ
東
海
派
の
開
祖
で
あ
る
。
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悟
渓
は
、
応
永
二
十
二
年

(
一
四
一
五
)
に
尾
張
国
丹
羽
郡
山
名
村

(現
在

の
愛
知
県
丹
羽
郡
扶
桑
町
山
名
)
で
生
れ
た
。
幼
い
時
よ
り

非
凡
な
才
能
を
見
せ
て
い
た
悟
渓
を
人
々
は
小
釈
迦
と
呼
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
る
。
永
享
年
間

(
一
四
二
九
～

一
四
四

一
)
悟
渓
は
十
七

・

八
歳
の
こ
ろ
か
ら
、
犬
山
の
瑞
泉
寺
及
び
京
都
の
妙
心
寺
に
お
い
て
日
峰
宗
舜
に
つ
い
て
修
行
を
し
、
更
に
美
濃

の
扮
陽
寺
で
雲
谷
玄
祥

に
、
東
濃
可
児
の
愚
渓
寺

で
義
天
玄
詔
、
伊
勢
の
大
樹
寺

で
桃
隠
玄
朔
と
歴
参
し
て
、
最
後
は
京
都
の
龍
安
寺
に
於
て
雪
江
宗
深
に
つ
い

て
実
証
し
印
可
状
を
得

て
い
る
。

悟
渓

の
歩
ん
だ
こ
の
修
行
歴
参
の
道
は
、
龍
泉
派
の
開
祖
で
あ
る
景
川
宗
隆
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ

っ
た
。
特
に
大
樹
寺

の
道
場
と
龍

安
寺
で
は
兄
弟
弟
子
と
し
て
両
者
相
競

っ
て
参
禅
に
励
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
年
齢
は
悟
渓

の
方
が
景
川
よ
り
も
三
歳
年
上
で
あ

っ
た

が
、
修
行
の
上
で
は
景
川
を
兄
と
し
て
慕

っ
て
い
た
。
後
に
景
川
が
亡
く
な

っ
た
時
に
は
そ
の
死
を
悼
ん
で
、
「洛
陽
城
北

我
と
兄
と

憶
昔
え
ば
同
参
し
て

句
を
屡
評
せ
し
も
の
よ
」
と
詠
ん
で
自
ら
は
年
長
で
あ
り
な
が
ら
景
川
に
兄
事
し
て
修
行
に
励
ん
だ
こ
と
を
懐
か

し
く
追
憶
し
て
い
る
。

悟
渓
が
雪
江
か
ら
印
可
状
を
受
け
た
の
は
、
景
川
が
受
け
て
か
ら
三
年
後
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
時
に
応
仁
元
年

(
一
四
六
七
)
六
月
、
五

十

二
歳

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
年
京
都
で
は
応
仁
の
乱
が
お
こ
り
、
師
で
あ
る
雪
江
は

一
旦
、
丹
波
八
木
の
龍
興
寺
に
避
難
し
た
後
、
尾

張
犬
山
の
瑞
泉
寺
に
入
寺
し
た
。
悟
渓
も
瑞
泉
寺
の
山
内
に

一
庵

(後
の
臥
龍
寺
)
を
構
え
て
悟
後
長
養
す
る
と
と
も
に
、
戦
乱
で
苦
境

に
あ

っ
た
雪
江
の
近
く
で
師
の
力
と
な

っ
た
。
そ
の
当
時
の
悟
渓

の
逸
話
が
残

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。

「瑞
泉
寺
の
境
内
地
は
小
高
い
山
の
上
に
あ

っ
て
水
に
不
自
由
で
あ

っ
た
た
め
、
悟
渓
は
庵
後
に
独
力
で
深
井
戸
を
掘

っ
た
。
そ
の
井
戸

は
釣
瓶
縄
の
長
さ

二
丈
余

(約
七
メ
ー
ト
ル
)
に
お
よ
び
、
後
に

「
三
十
貫
井
戸
」
と
呼
ば
れ
、
豊
か
な
清
水
を
た
た
え
て
長
く
使
用
さ

れ
た
。」

ま
た
、
雲
水
時
代

の
逸
話
と
思
わ
れ
る
話
も
残
さ
れ

て
い
る
。

「あ
る
年
の
夏
、
湖
辺
を
行
脚
し
て
い
た
と
き
に
、
暑
さ
に
耐
え
か
ね
た
仲
間
は
衣
服
を
脱

い
で
湖
水
に
飛
び
込

ん
だ
が
、
悟
渓
だ
け
は



「徳林寺史の研究」97

身
体

を
ぬ
ぐ
う
に
と
ど
め
て

「徳
分
を
児
孫
に
残
そ
う
」
と
言

っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
悟
渓
の
流
れ
を
く
む
東
海
派
の
寺
院
で
は
、

水
道

の
無
い
時
代
に
も
水
に
不
自
由
し
な
い
と
言
い
伝
え
ら
れ
た
。」

こ
の
話
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
逸
話
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
大
変
水
を
大
切
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

瑞

泉
寺
に
お
い
て
黙
々
と
悟
後
の
修
行
に
勤
め
て
い
た
悟
渓
は
、
や
が
て
強
力
な
後
援
者
を
得
る
こ
と
と
な
る
。
美
濃
の
豪
族
斎
藤
利

藤

(妙
椿
居
士
)
が
主
君
で
あ
る
土
岐
成
頼

の
菩
提
の
た
め
に
金
華
山
下

(現
在
の
岐
阜
市
)
に
金
宝
山
瑞
龍
寺
を
創
建
し
て
初
代
開
山

と
し

て
悟
渓
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
悟
渓
は
応
仁

二
年

(
一
四
六
八
)
新
築

の
瑞
龍
寺
に
入
寺
開
堂
し
、
師
で
あ
る
雪
江
に
勧
請
開
山
の
称

号
を
贈

っ
た
。
応
仁
の
乱
の
戦
火
で
妙
心
寺

の
堂
舎
が
全
焼
し
た
翌
年
の
こ
と
で
あ
る
。
美
濃
豪
族
の
根
拠
地
に

こ
の
大
伽
藍
が
出
現
し

て
悟
渓
が
開
山
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
雪
江
に
と

っ
て
も
力
強
い
限
り
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

文
明
元
年

(
一
四
六
九
)
に
悟
渓
は
、
大
久
地
城
主
織
田
遠
江
守
広
近
の
特
請
を
受
け
て
尾
張
余
野
の
徳
林
寺
に
開
山
と
し
て
迎
え
ら
れ

た
。
悟
渓
は
法
嗣
の

一
人
で
あ
る
寿
岳
宗
彰
を
創
建
開
山
と
し
て
徳
林
寺
を
継
承
さ
せ
、
自
ら
は
瑞
龍
寺
に
帰

っ
た
。

瑞
龍
寺
は
文
明
三
年

(
一
四
七

一
)
三
月
に
後
土
御
門
天
皇
か
ら

「十
刹
」
に
准
ず
る
論
旨
を
下
賜
さ
れ

て
中
央
か
ら
公
認
さ
れ
た
。
こ

の
年
、
悟
渓
は
五
十
六
歳
で
京
都
の
大
徳
寺
に
入
寺
し
、
さ
ら
に
文
明
十
二
年

(
一
四
八
〇
)
六
月
二
十

一
日
、
勅
命
に
よ

っ
て
大
徳
寺

で

再
住
式
を
行

い
、
禅
界
に
お
け
る
そ
の
名
声
は
不
動
の
も
の
と
な

っ
た
。
な
お
、
勅
命
に
よ
る
再
住
と

い
う
の
は
、
こ
れ
が
最
初
の
事

で

あ
る
。
住
山
三
日
の
後
悟
渓
は
、

「錫
を
秋
風
に
飛
ば
し
て
帰
り
去
る
に
好
し
、

千
峰
翠
を
錆
す

一
茅
庵
」

の
法
語
を
残
し
て
大
徳
寺
を
退
山
し
、
同
年
十
二
月
十
三
日
に
瑞
泉
寺
に
入
寺
し
た
。

文

明
十
六
年

(
一
四
八
四
)
四
月
十
五
日
に
は
、
妙
心
寺
に
入
寺
し
、
こ
の
年
に
雪
江
よ
り
天
授
院
の
旧
地
に
隣
接
す
る

一
隅
の
土
地
を

与
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
土
地
が
後
に
東
海
庵
創
建
の
地
と
な
る
。
文
明
十
八
年

(
一
四
八
六
)
六
月
二
日
に
師
で
あ

っ
た
雪
江
が
示
寂
し
、
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天
授
院
を
付
属
さ
れ
た
。

長
享
元
年

(
一
四
八
七
)
に
瑞
龍
僧
堂
の
新
築
落
成
を
し
、
そ
の
後
再
び
瑞
泉
寺
に
入
寺
し
た
。
悟
渓
は
そ
の
後
し
ば
ら
く
瑞
泉
寺
に
住

寺
し
た
後
、
再
び
瑞
龍
寺
に
帰
り
山
内
に
済
北
院
を
開
い
た
。

明
応
六
年

(
一
四
九
七
)
五
月
二
十
四
日
に
、
後
土
御
門
天
皇
か
ら

「大
興
心
宗
禅
師
」
と
い
う
称
号
を
下
賜
さ
れ
た
。
時
に
悟
渓
八
十

二
歳

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
な
お
、
生
前
に
禅
師
号
を
贈
ら
れ
た
の
は
こ
の
時
が
始
め
て
で
あ
る
。

後
土
御
門
院
特
賜
徽
號
勅
書

勅
山
摯
金
寳
、
日
耀
紫
鳳
、
印
泥
地
、
生
鉢
華
、
寺
感
青
龍
瑞
世
、
宗
頓
和
尚
胡
家
菖
俗
、
西
天
比
丘
、
佛
病

祖
病
倶
痙
、
正
眼
既
徹
、

人
見
我
見
忽
断
、
吹
毛
還
磨
、
玄
要
獲
明
、
吐
關
山
山
頭
月
、
的
派
無
墜
、
吸
雪
江
江
左
波
、
再
僻
城
北
上
方
、
尭
卜
岐
陽
巨
刹
、
宗

風
不
遠
禁
閾
達

聴
、

特
賜
大
興
心
宗
禅
師

明
磨
六
年
五
月
二
十
四
日

明
応
九
年

(
一
五
〇
〇
)
九
月
六
日
、
悟
渓
は
瑞
龍
寺
山
内
の
済
北
院
に
お
い
て
八
十
五
年

の
生
涯
を
静
か
に
終
え
て
い
る
。
ま
た
悟
渓

は
、
示
寂
後
の
天
保
年
間

(
一
八
三
〇
～

一
八
四
三
)
に
佛
徳
廣
通
國
師
の
勅
號
を
賜

っ
て
い
る
。

悟
渓

の
示
寂
後
二
百
五
十
年
を
記
念
し
て
生
前
残
さ
れ
た
数
々
の
法
語
が
ま
と
め
ら
れ
法
語
集

「虎
穴
録
」
上
下
二
巻
と
な

っ
て
い
る
。

◎
悟
渓

の
法
嗣
に
つ
い
て



悟
渓
は
法
嗣
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
そ
の
法
嗣
を
各
小
門
派
の
法
源
地
名
と
土
ハに
列
記
す
る
。

天
縦
宗
受

(岐
阜
県
本
巣
郡
糸
貫
町

慈
雲
寺
)

西
川
宗
洵

(岐
阜
県
揖
斐
郡
池
田
町

龍
徳
寺
)

仁
済
宗
恕

(岐
阜
県
美
濃
加
茂
市

瑞
林
寺
)

玉
浦
宗
現

(岐
阜
市
山
県
北
野

大
智
寺
)

寿
岳
宗
彰

(愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町

徳
林
寺
)

鏡
隠
宗
賛

(患
聾
の
為
絶
法
)

瑞
翁
宗
緒

(岐
阜
市
粟
野

大
龍
寺
)

独
秀
乾
才

(岐
阜
市
長
良

崇
福
寺
)

興
宗
宗
松

(岐
阜
市
岐
陽

大
宝
寺
)

以
上
を
悟
渓
下
の
八
哲

(鏡
隠
を
除
く
)
と
い
い
、
瑞
龍
寺
を
中
心
と
し
て
濃
尾
地
方
の
各
地
に
小
門
派
と
な
っ
て
法
脈
を
拡
大
し
て
い

き
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
妙
心
寺
派
の
地
盤
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
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(
二
)
創
建
開
山
-
寿
岳
宗
彰
-

徳

林
寺
の
創
建
開
山
で
あ
る
寿
岳
宗
彰
禅
師
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
悟
渓
下
の
八
哲
の

一
人
で
あ
る
。
寿
岳

は
初
め
悟
渓
の
道
場

で
あ

る
瑞
龍
寺
の
山
内
に
雲
龍
院
を
創
建
し
た
。
そ
し
て
文
明
元
年

(
一
四
六
九
)
に
悟
渓
よ
り
徳
林
寺
を
継
承
し

て
当
寺
の
創
建
開
山
と

な

っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
徳
林
寺
は
、
寿
岳
派
の
法
源
地
と
な

っ
た

の
で
あ
る
。

寿

岳
は
入
寺
す
る
前
に
大
徳
寺
に
瑞
世
し
、
そ
の
法
嗣
に
は
蘭
室
宗
幡
が
い
た
。
ま
た
蘭
室
の
下
に
は
笑
渓
闇
と
友
峰
益
の
二
師
が
出

て
お
り
、
こ
の
二
人
は
共
に
妙
心
寺
に
瑞
世
し
て
い
る
。
そ
し
て
寿
岳
の
法
系
は
今

日
に
至
る
ま
で
濃
尾
地
方
に
お

い
て
脈
々
と
続

い
て
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い
る
。

永
正
二
年

(
一
五
〇
五
)
十

二
月
十
日
、
寿
岳
は
徳
林
寺
に
お
い
て
示
寂
し
た
。
ま
た
寿
岳
は
、
示
寂

の
後
二
百
六
十
八
年
が
過
ぎ
た
安

永

二
年

(
一
七
七
三
)
十
月
六
日
に

「佛
通
清
鑑
禅
師
」
の
勅
號
を
受
け
て
い
る
。

今
回
寿
岳
宗
彰
禅
師
に
つ
い
て
調
べ
る
に
あ
た
り
参
考
と
し
た
資
料
の
中
に
誤
り
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
指
摘
を
し
て
お
く
。

一
・
妙
心
寺
史

下
巻

=
二
五
ぺ
ー
ジ

一
・
増
補

妙
心
寺
史

四
六
九
ペ
ー
ジ

こ
の
二
冊
は
同
文
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で

『壽
嶽

(宗
彰
)
は
尾
張
小
口
妙
徳
寺
の
開
山
で
、
同
寺
は
此
の

一
派

の
法
源
地
で
あ
る
。』

と
あ
る
が
、

こ
れ
は
誤
り
で
あ
り
、
寿
岳
は
徳
林
寺
の
開
山
で
、
徳
林
寺
が
寿
岳
派
の
法
源
地
で
あ
る
。
ま
た

「妙
心
寺
六
百
年
史
」
の

一
九
七
ペ
ー
ジ
に
も
誤
り
が
あ
る
。

『壽
嶽
宗
彰
禅
師
は
、
先
師
悟
渓

の
道
場
た
る
瑞
龍
寺
の
塔
中
に
龍
雲
院
を
創
し
、
後
尾
張
の
妙
徳
寺
の
開
山
と
な
れ
り
。
(次
の
行
中
ご

ろ
)

師
は
大
徳
寺
に
瑞
世
し
、
そ
の
法
嗣
に
蘭
堂
あ
り
た
り
。』

と
あ
る
が
、
寿
岳
が
瑞
龍
寺
塔
頭
に
創

っ
た
寺
は
龍
雲
院
で
は
な
く

「雲
龍
院
」
で
あ
り
、
妙
徳
寺

の
開
山
で
は
な
く
徳
林
寺

の
開
山
で

あ
る
。
ま
た
、
寿
岳
の
法
嗣
は
蘭
堂
で
は
な
く

「蘭
室
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
誤
り
の
中
で

一
番
多
か

っ
た
の
が
、
妙
徳
寺

の
開
山
と
な

っ
た
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
が
、
私
の
考

え
る
と
こ
ろ
、
妙
徳
寺

の

開
山

「大
岳
宗
喜
」
と
寿
岳
宗
彰
が
混
同
し
て
し
ま

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

寿
岳

の
法
系
で
あ
る

「臨
済
宗
妙
心
寺
派

・
東
海
派
下
寿
岳
門
派
」
に
属
す
る
寺
院
は
、
現
在
五
十
力
寺
を

数
え
る
。
次
に
そ
の
寺
院

を
列
記
す
る
が
、
そ
の
所
在
地
に
よ
り
寿
岳
門
派
の
広
が
り
方
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
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寿
岳
門
派
寺
院

一
覧

(五
十
音
順
)

秋
葉
寺

愛
知
県
江
南
市
大
字
宮
後

阿
弥
陀
寺

愛
知
県

一
宮
市
浅
井
町

雲
龍
院

永
正
寺

圓
通
寺

覚
王
寺

観
音
寺

観
音
寺

観
音
寺

観
音
寺

観
音
寺

観
音
寺

莞
慮
寺

見
桃
寺

庚
申
寺

西
蓮
寺

地
蔵
寺

岐
阜
市
寺
町

愛
知
県
江
南
市
高
屋
町

愛
知
県

一
宮
市
奥
町

愛
知
県
丹
羽
郡
扶
桑
町
大
字
高
雄

愛
知
県
江
南
市
前
野

愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
大
字
余
野

愛
知
県

一
宮
市
杉
山

愛
知
県

一
宮
市
大
字
富
塚
イ

愛
知
県
尾
西
市
開
明

岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼

愛
知
県

一
宮
市
浅
井
町

岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼

愛
知
県

一
宮
市
牛
野
通

愛
知
県
葉
栗
郡
木
曽
川
町

愛
知
県
江
南
市
山
尻
町
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桃 東 東 徳 大 大 大 大 禅 全 仙 眞 常 浄 松 少 正 繹 地
林 漸 林 林 善 王 雲 安 黙 徳 林 光 蓮 慶 林 林 覚 迦 蔵寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺 寺

愛
知
県
丹
羽
郡
扶
桑
町
大
字
高
木

愛
知
県
葉
栗
郡
木
曽
川
町

愛
知
県
丹
羽
郡
扶
桑
町
大
字
斎
藤

愛
知
県

一
宮
市
神
山

岐
阜
県
揖
斐
郡
揖
斐
川
町

愛
知
県
尾
西
市
開
明

愛
知
県
江
南
市
大
字
宮
後
字
砂
場

愛
知
県

一
宮
市
大
江

愛
知
県
丹
羽
郡
扶
桑
町
大
字
高
雄

愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
大
字
余
野

岐
阜
県
各
務
原
市
各
務
西
町

岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼

岐
阜
県
関
市
迫
間

愛
知
県

一
宮
市
浅
井
町

愛
知
県
江
南
市
大
字
草
井

愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
大
字
余
野

愛
知
県

一
宮
市
島
村

愛
知
県
丹
羽
郡
扶
桑
町
大
字
山
那

岐
阜
県
各
務
原
市
前
渡
東
町
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白
雲
寺

普
門
寺

文
永
寺

寳
珠
寺

妙
光
寺

妙
智
寺

妙
徳
寺

無
染
寺

薬
王
寺

薬
師
寺

薬
師
寺

陽
徳
寺

璃
光
寺

龍
泉
寺

愛
知
県
丹
羽
郡
扶
桑
町
大
字
高
雄

愛
知
県

一
宮
市
大
字
光
明
寺

愛
知
県
江
南
市
大
字
小
杁

愛
知
県

一
宮
市
北
神
明
町

愛
知
県

一
宮
市
笹
野

愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
大
字
河
北

愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
大
字
小
口

岐
阜
県
各
務
原
市
蘇
原
寺
島
町

岐
阜
県
各
務
原
市
各
務
お
が
せ
町

愛
知
県
丹
羽
郡
扶
桑
町
大
字
小
渕

岐
阜
県
関
市
迫
間

岐
阜
県
各
務
原
市
蘇
原
伊
吹
町

愛
知
県

一
宮
市
田
所

愛
知
県
丹
羽
郡
扶
桑
町
大
字
山
那

以

上
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第
二
節

徳
林
寺
の
開
基

徳
林
寺
の
開
基

で
あ
る
織
田
遠
江
守
広
近
公
は
、
尾
張
稲
沢
の
下
津
城
主
で
あ

っ
た
…織
田
郷
広
公
の
次
男
と
し
て
生
れ
た
。

織
田
氏
は
平
家

の
出
身
で
あ
り
、
代
々
越
前
国
織

田
庄
の
神
官
で
、
管
領
斯
波
氏
に
仕
え
て
い
た
。
斯
波
氏
が
尾
張
国
の
守
護
と
な

っ

た

の
に
伴

っ
て
そ
の
名
代

(守
護
代
)
と
な
り
、
尾
張
に
移
り
住
ん
だ
。
応
永
七
年

(
一
四
〇
〇
)
に
は
織
田
郷
広
が
稲
沢
は
下
津
の
地
に

城

を
築
く
ま
で
に
至
り
、
し
だ
い
に
そ
の
勢
力
を
固
め
て
い
っ
た
。

郷
広
に
は
、
敏
広

.
広
近

.
敏
定
の
三
人
の
子
供
が
あ
り
、
長
男
の
敏
広
の
為
に
岩
倉
城
を
築
き
尾
張
上
四
郡

(丹
羽

・
葉
栗

・
中
島

・

春

日
井
)
を
統
治
さ
せ
、
三
男
の
敏
定
を
清
洲
城
に
お
い
て
尾
張
下
四
郡

(海
東

・
海
西

・
愛
知

・
知
多
)
を
統
治
さ
せ
た
。
そ
し
て
次

男
の
広
近
に
は
、
丹
羽
郡
稲
木
庄
小
口
の
地
に
城
を
築
か
せ
て
信
州

・
美
濃
に
備
え
さ
せ
た
。

広
近
は
早
く
か
ら
父

(郷
広
)
の
代
理
と
し
て
京
都

の
斯
波
氏
の
も
と
に
赴
い
て
、
各
地
を
転
戦
し
て
い
た

。
特
に
遠
江

(現
在
の
静

岡

県
)
に
お
け
る
広
近

の
功
績
は
大
き
く

「遠
江
守
」

の
受
領
も
そ
れ
ゆ
え
で
あ

っ
た
。
戦
国
に
お
け
る
弱
肉

強
食

・
骨
肉
相
喰
う
時
代

の
中
に
あ

っ
て
、
実
力
と
人
間
的
教
養
の
高
さ
に
お
い
て

一
族
中
群
を
抜
い
て
い
た
広
近
に
、
父
郷
広
は
尾
張
織
田
家

の
支
え
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
た
と
想
わ
れ
る
。

長
禄
三
年

(
一
四
五
九
)
大
久
地
城

(箭
筈
城
と
も
言

っ
た
)
は
完
成
し
、
翌
年
の
寛
正
元
年

(
一
四
六
〇
)
に
広
近
は
入
城
し
た
。
こ

の
城
の
広
さ
は
、
東
西
五
十
七
間

(約

一
〇
ニ
メ
ー
ト
ル
)
、
南
北
六
十
間

(約

一
〇
九
メ
ー
ト
ル
)
で
、
そ
の
周
り
に
二
重

の
掘
り
を
め

ぐ
ら
、
城
の
西
南
に
は
五
メ
ー
ト
ル
余
の
高
さ

の
土
塁
に
櫓
を
構
え
て
い
た
。
ま
た
城
外
に
は
十
二
の
町
名
を
持

つ
城
下
町
と
侍
屋
敷
を

持
ち
家
老
を
は
じ
め
家
士
の
数
も
多
く
、
か
な
り
の
格
式
を
持

つ
雄
城
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
る
。

広
近
は
ま
た
仏
門
に
帰
依
厚
く
、
剃
髪
を
し
て
禅
に
よ

っ
て
心
を
修
め

「珍
嶽
常
宝
」
と
い
う
僧
名
を
得
て
い
る
。
大
久
地
城
に
も
城

廓

の
守
護
神
と
し
て
三
体
の
薬
師
如
来
を
奉

っ
て
い
た
。
な
お
こ
の
薬
師
如
来
は
廃
城
の
折
、

一
体
は
妙
徳
寺

へ
、

一
体
は
上
小

口
の
薬

師
堂

へ
、
も
う

一
体
は
野
田
野
の
薬
師
堂

へ
安
置
さ
れ
、
今
日
も
な
お
地
元
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
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文
明
元
年

(
一
四
六
九
)
広
近
は
、
衰
退
し
て
い
た
徳
蓮
寺
を
再
興
し
、
大
龍
山
徳
林
寺
と
改
称
し
て
美
濃
岐
阜

の
瑞
龍
寺
よ
り
悟
渓
宗

頓
禅

師
を
開
山
と
し
て
招
い
た
。
そ
し
て
広
近
は
自
ら
徳
林
寺

の
檀
徒
と
な
り
、
毎
年
香
花
料
と
し
て
永
楽
銭
三
十
貫
文
を
寄
進
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
広
近
は
こ
の
年
に
、
美
濃
と
尾
張
の
国
境
で
あ
る
犬
山
に
木
下
城
を
築

い
て
移
り
住
み
、
美
濃
の
進
攻
に
構
え
を

強

化
し
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
木
下
城
と
大
久
地
城
を
往
来
し
た
道
を

「織
田
街
道
」
と
い
い
、
現
在
も
そ
の
名

前
が
残

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
広
近
の
功
績
に
よ

っ
て
広
近
の
現
世
中
に
は
、
京
都
に
お
け
る
応
仁

の
乱
に
弟

の
敏
定
が
参
加
し
た
ぐ
ら
い
で
、
尾
北
地
方

は

一
応
平
穏
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
同
族
の
争

い
が
織

田
家
の
中
で
も
燃
え
上
が
り
だ
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
広
近
の
力
に
よ

っ

て
僅

か
に
抑
え
ら
れ

て
い
た
と
い
え
る
。

文
明
七
年

(
一
四
七
五
)
再
び
大
久
地
城
に
帰

っ
た
広
近
は
、
城
の
西
北
に
邸
宅
を
造
り

「万

好
軒

」
と
名
付
け
て
自
ら
の
隠
居
地
と
し
た
。
延
徳
三
年

(
一
四
九

一
)
九
月
二
十
四
目
、
広
近
は
こ
の
地
に
お
い
て
生
涯
を
終
え
た
。
明

応

元
年

(
一
四
九
二
)
に
織
田
伊
勢
守
敏
定
が
、
広
近
の
遺
命
に
よ

っ
て
万
好
軒
を
禅
刹
と
し
、

「吉
祥
山
妙
徳
寺
」
と
改
称
し
た
。
な
お

現
在

の
妙
徳
寺
の
庫
裡
は
万
好
軒
の
遺
物
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
改
築
さ
れ

て
い
る
。

広
近
の
墓
も
こ
の
妙
徳
寺
に
あ

り
、
そ
の
墓
に
は

「宝
筐
印
塔
」
が
建
て
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
塔
は
、
四
角
な
平
面
を
持
ち
、
笠
の
四
隅
に
飾
り
を
付
け
、
屋
根
は
何
段

か

に
作
り
出
し
、
頂
上
に
相
輪
を
立
て
た
立
派
な
石
塔
で
あ
る
。

(現
在
相
輪
は
、
塔
の
横
に
別
で
置
か
れ
て
い
る
)

徳
林
寺
に
安
置
さ
れ

て
い
る
広
近
の
位
牌
に
つ
い
て
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。

(表

面
)
當
寺
開
基
前
遠
州
刺
使
本
住
院
殿

珍
嶽
常
寳
大
禅
門

(裏

面
)
延
徳
三
辛
亥
年
九
月
念
四
日
卒

織
田
遠
江
守
廣
近
公
者
郷
廣
公
之
仲
子
也

前

の
節

で
紹
介
し
た
、
悟
渓
禅
師
の

「虎
穴
録
」

の
中
に
広
近

(珍
嶽
)
を
讃
え
た
偶
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
節
を
終
え
る
前
に
広
近
の
築
城
し
た
大
久
地
城
に

つ
い
て
、
も
う
少
し
記
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

広
近

が
文
明
元
年

(
一
四
六
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九
)
に
犬
山
の
木
下
城
に
移

っ
た
後
、
大
久
地
城
は
広
近
の
子
で
あ
る
織
田
常
任
我
引
き
継
ぎ
、
以
後
子
孫
同
族

が
城
主
と
な

っ
て
約
百
十

年
間
保
城
し
た
。
し
か
し
永
禄
七
年

(
一
五
六
四
)
織
田
信
長
が
生
駒
氏
ら
と
共
に
大
久
地
城
を
攻
め
、
つ
い
に

は
落
城
に
至

っ
て
い
る
。

そ

の
後
こ
の
地
に
再
び
城
が
建

つ
こ
と
は
無
く
、
現
在

で
は
大

口
町
中
小
口
の
大
口
北
小
学
校

の
西
に
、
小
口
城
跡
と
し
て
そ
の
跡
を
僅

か
に
残
す
だ
け
と
な

っ
て
い
る
。

第
三
章

徳
林
寺
の
伝
説

徳
林
寺
に
は
創
建
の
由
緒
と
し
て

「山
姥
物
語
」
と
い
う
話
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
伝
説
は
、
徳
林
寺

の
あ
る
大
口
町
は
も
と
よ

り
尾
張
地
方
に
広
く
知
ら
れ

て
お
り
、
今
日
も
な
お
人
々
の
間

で
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

山
姥
物
語
を
記
し
た
古
書
に
は

「彪
物
語
実
記
」
や

「入
鹿
物
語
」
な
ど
別
名
の
も
の
も
あ
る
が
、
内
容
的

に
は
非
常
に
よ
く
似

て
い

る
。こ

こ
で
は
山
姥
物
語
全
編
を
短
縮
し
、
現
代
文
に
意
訳
し
た
う
え
で
記
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

『徳
林
寺
縁
起

山
姥
物
語
』

今
か
ら
七
百
年
ほ
ど
昔
、
犬
山
の
南
羽
黒
の
里
に
福
富
新
蔵
国
平
と
い
う
武
士
が
お
り
ま
し
た
。
生
ま
れ

つ
き
剛
勇
で
武
技
に
優
れ
特

に
弓
矢
の
技
に
秀
で
て
い
ま
し
た
。

文
永
九
年

(
一
二
七
二
)
八
月
十
五
日
の
夜
の
こ
と
、
新
蔵
は
二
匹
の
犬
を
連
れ
て
尾
張
富
士
や
本
宮
山
の
山
や
谷
を
歩
き
回
り
狩
り
を

し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
夜
に
限

っ
て
猪
は
お
ろ
か

一
匹
の
獲
物
も
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
空
し
く
傍
ら

の
岩
に
腰
を

打
ち
下
し
て
休
息
を
し
て
い
ま
す
と
、
頂
上
近
く
登

っ
て
い
た

二
匹
の
犬
が
か
け
戻

っ
て
き

て
恐
怖
に
ぶ
る
ぶ
る
と
打
ち
震
え
尾
を
垂
れ

て
新
蔵
の
裾
に
ま

つ
わ

っ
て
離
れ
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
新
蔵
は
こ
の
様
子
を
見
て

「は
て
不
思
議
な
こ
と
も
あ
る
も
の
だ
。
こ
の
犬
に
限

っ
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て
獅
子
象
王
と
い
え
ど
も
さ
し
て
驚
く

こ
と
の
な
い
逸
物
で
あ
る
の
に
、
よ
ほ
ど
の
怪
物
が
現
れ
た
に
相
違
あ
る
ま

い
。
よ
し
正
体
を
見

届
け
て
く
れ
よ
う
。
」
と
頂
上
近
く

へ
よ
じ
登

っ
て
見
ま
す
と
、
頂
上
の
社

の
あ
る
ほ
と
り
、
梢
も
る
月
影
が
ほ
の
か
に
流
れ
て
燈
明
の
灯

が

妖
し
い
光
を
投
げ
か
け
て
い
る
庭
に
、
身
の
丈

一
丈
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
大
女
が
白
髪
を
ふ
り
み
だ
し
鉄
醤

を
歯
に
ぬ
る
の
に
余
念

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
驚
い
た
新
蔵
は
、
か
ね
て
か
ら
悪
事
を
は
た
ら
き
人
を
苦
し
め
る
山
姥
が
こ
の
山
に
住

ん
で
い
る
と
聞
い
て
い

た

の
で
、
こ
れ
に
違

い
あ
る
ま
い
と
思
い
、
五
人
張
の
弓
に
矢
を

つ
が
え

「南
無
や
八
幡
大
菩
薩
」
と
心
中
に
念

じ
、
山
姥
め
が
け
て
射

ち

ま
し
た
。
ね
ら

い
誤
ら
ず
み
ご
と
に
射
と
め
た
と
思

っ
た
と
た
ん
、
ご
う
ご
う
と
山
鳴
り
が
し
だ
す
と
と
も
に
、
恐
ろ
し
い
風
が
吹
き

荒

れ
て
、
燈
明
の
火
も
山
姥
の
姿
も
消
え
て
し
ま
い
、
新
蔵
は
あ
ま
り
の
事
に
落
ち
着
き
を
失

い
、
大
木
の
も
と

で
夜
の
明
け
る
の
を
待

ち

ま
し
た
。

夜
が
明
け
て
拝
殿
に
近
づ
い
て
見
る
と
、
黒
い
血
が
流
れ
出
て
、
そ
の
血
は
鞍
が
淵

へ
と
続

い
て
い
た
。
血
の
跡
を
た
ど

っ
て
行
く
と
、

大
き
な
木
も
小
さ
な
木
も
倒
れ
、
大
き
な
岩
も
崩
れ
傾
い
て
い
ま
し
た
。
化
け
物
な
ら
矢
も
当
た
ら
な
い
は
ず
だ
が
と
考
え
な
が
ら

一
旦

家

に
帰
り
、
そ
し
て
大
勢
の
人
を
呼
び
集
め
こ
の
こ
と
を
あ
り
の
ま
ま
に
話
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
人
々
は
驚

い
て
新
蔵
と
と
も
に
本
宮

山

へ
行
き
、
拝
殿
や
道
に
血
が
流
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
話
が
本
当
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
血
の
跡
を

つ
け
て
い
く
と
、

安
楽
寺

(あ
ず
く
し
)
と

い
う
里
の
中
を
通

っ
て
、
羽
黒
の
南

の
新
蔵
の
居
所
の
成
海
と

い
う
所
を
過
ぎ
、
青
塚

の
辺
り
か
ら
北
の
街
道

へ
出
て
上
小
口
の
萬
町
が
坪
を
過
ぎ
て
小
口
の
里
に
入
り
、
余
野
の
里
で
止
ま

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
余
野
の
里
に
小
池
与
八
郎
貞
好
と
い
う
人
が
住
ん
で
お
り
、
新
蔵
と
大
変
親
し
か

っ
た
。
こ
の
人
の
家
の
門
に
は
格
子
が
あ
り
、

そ

の
傍
ら

の
小
さ
な
節
穴
ま
で
血
の
跡
は
続

い
て
い
た
。
血
の
跡
を

つ
け
て
来
た
人
々
は
不
思
議
に
思

っ
た
。
新
蔵
は
与
八
郎
に
話
す
べ

き
か
ど
う
か
迷

っ
た
が
決
心
し
て
、
人
々
を
門
前
に
待
た
せ
て
中
に
入
る
と
折
よ
く
与
八
郎
は
家
に
い
た
。
さ

っ
そ
く
今
ま
で
あ

っ
た

こ

と
を
い
ろ
い
ろ
話
し
、
「あ
な
た

の
家
に
何
か
怪
し
い
こ
と
は
な
い
か
。
」
と
尋
ね
て
み
る
と
、
与
八
郎
は
た
い
そ
う
驚

い
た
様
子
で
、
「別

に
変
わ

っ
た
こ
と
も
な

い
が
、た
だ
妻
が
明
け
方
か
ら
気
分
が
す
ぐ
れ
な

い
と
言

っ
て
寝
込
ん
で
い
る
。
」
と
答
え
、
ふ
と
気
が
か
り
に
な

っ
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て
寝
室
を
見
舞
う
と
、
寝
て
い
る
は
ず
の
妻

の
姿
は
な
く
、
不
思
議
に
思

っ
て
ふ
と
ん
を
ひ
き
の
け
て
み
る
と

、
お
び
た
だ
し
い
血
が
流

れ
て
い
ま
し
た
。
与
八
郎
は
あ
ま
り
の
こ
と
に
し
ば
ら
く
は
呆
然
と
た
ち

つ
く
し
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
我

に
か
え
り
あ
た
り
を
見
回

す
と
、
障
子
に
生
々
し
い
血
で
書
か
れ
た

二
首
の
歌
を
見
つ
け
ま
し
た
。

求
め
な
き
契
の
末

の
あ
ら
は
れ
て

つ
い
に
は
帰
る
ふ
る
さ
と
の
空

思

い
あ
ら
ば
そ
れ
か
と
も
見
ん
こ
の
里
の

古
池
の
水
の
あ
ら
ん
限
り
は

「求
め
な
き
思
い
あ
ら
ば
…
」
与
八
郎
は
魂

の
ぬ
け
た
人
の
様
に
呆
然
と
し
て
そ
の
歌
を
口
ず
さ
み
ま
し
た
。

彼
の
目
か
ら
は
猛
然
と
涙

が
溢
れ
出
し
頬
を
濡
ら
し
ま
し
た
。
夢
で
あ

っ
て
く
れ
と
心
に
叫
び
も
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
夢
で
な
い
証
拠

に
生
々
し
い
血
書
き
の
歌

が
あ
り
ま
す
。
「自
分
の
妻
は
化
生
の
も
の
だ

っ
た

の
か
。
」
と
与
八
郎
は
大
変
な
げ
き
ま
し
た
。
妻

の
名
は

「
玉
姫
」
と
い
い
、
与
八
郎

が
本
宮
山
の
御
社

へ
お
参
り
に
行

っ
た
帰
り
道
に
見
そ
め
た
娘
で
、
連
れ
て
帰
り
夫
婦
と
な

っ
た

の
で
あ
る
。

彼
女
と
与
八
郎

の
間
に
は

「京
丸
」
と
い
う

一
人
の
男
の
子
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
京
丸
は
心
や
さ
し
く
親
孝
行
な
子
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
出
来
事
は
与
八
郎
も
新
蔵
に
話
さ
ず
、
新
蔵
も
ま
た
聞
こ
う
と
し
な
か

っ
た
。
し
か
し
誰

い
う
と
も
な
く
世
間

へ
広
が
り
、
美
濃

の
山
奥
や
尾
張
の
す
み
ず
み
に
ま
で
伝
わ

っ
て
い
き
ま
し
た
。

羽
黒

の
里
に
新
蔵
と
親
し
い
大
陽
寺
右
京
亮
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
。
こ
の
右
京
亮
は
与
八
郎
と
も
親
し
く
、
新
蔵
が
あ
る
時
本
宮
山

で
の
こ
と
な
ど
を
話
す
と
、
右
京
亮
は

「誠
に
不
思
議
な
こ
と
だ
。
そ
の
ほ
う
ど
う
思
う
。」
と
尋
ね
て
き
た
。
新
蔵
は

「世
の
中
の
辻
占

を
待

つ
よ
り
仕
方
が
な
く
、
自
分
で
も
分
か
ら
な
い
。
」
と
答
え
た
。
右
京
亮
は
与
八
郎
に
聞
こ
う
と
し
た
が
、
ふ
び
ん
に
思

い
そ
れ
が
で

き
な
か

っ
た
。

歳
月
は
な
が
れ
、
京
丸
は
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い

っ
た
。
し
か
し
兼

て
か
ら
母

の
無

い
事
を
寂
し
く
思
い
、
父
に
尋
ね

て
も

「お
前
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の
幼
い
頃
に
病
で
果
て
た
。」
と
申
す
の
み
で
、
親
戚
縁
者
も
こ
の
こ
と
に
は
ふ
れ
よ
う
と
し
な
か

っ
た
。
し
か
し
世
間
の
人
々
は
口
々
に
、

「あ
れ

こ
そ
山
姥
の
子
よ
。」
と
言

っ
て
噂
し
あ

っ
た
。
し
か
し
京
丸
は
自
分
の
母
が
山
姥
で
あ

っ
た
こ
と
を
知
ら
ず
に
い
ま
し
た
。
尋
ね

て
も
教
え
て
く
れ
る
人
は
い
な
か

っ
た
。
だ
れ
も
が

「お
前
は
山
姥
の
子
だ
。
」
と
言
え
ず
、
知
ら
ぬ

こ
と
に
し
て
い
た
。

立
派
な
若
者
と
な

っ
た
京
丸
は
文
武
両
道
に
達
し
た
父
に
劣
ら
ぬ
武
士
と
な
り
、
元
服
し
て
父
の
与
八
郎

の
名

を
襲
名
し
、
古
池
与
八

郎
貞
宗
と
名
乗
り
ま
し
た
。

(以
後
、
長
男
は
代
々

『与
八
郎
』
を
名
乗

っ
た
。)

あ
る
年
貞
宗
は
、
羽
黒
の
里
を
訪
れ
た
折
、
父
と
親
交
の
あ
る
新
蔵
と
右
京
亮

の
二
人
に
母
の
こ
と
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
両
人
は
顔
を

見
合
わ
せ
て
思
案
し
、
や
が
て
新
蔵
が

「我
等
も
詳
し
い
事
は
存
ぜ
ぬ
が
、
貴
殿
の
母
上
は
女
の
鏡
と
も
申
す
程

の
方
で
、
そ
の
操
は
本

宮

山
の
峰
よ
り
も
高
く
、
そ
の
徳

の
深
い
こ
と
は
鞍
が
渕
の
水
よ
り
も
深
く
、
世
に
隠
れ
な
き
人
と
聞
く
が
。
」
と

語

っ
た
の
で
、
貞
宗
は

ハ
ッ
と
心
を
衝
く
も
の
が
あ

っ
た
が
、
さ
り
げ
な
く
ふ
る
ま
い
や
が
て
家
に
帰

っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
天
の
神
が

巡
り
合
わ
せ
た
夫
婦
だ

と
信
じ
、
父
に
は
語
ら
ず
に
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
永
仁
二
年

(
一
二
九
四
)
八
月
、
母
の
二
十
三
回
忌
を
勤
め
ま
し
た
お
り
、
父
も
母
の
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
隠
し
て
お
く
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
案
し
、
貞
宗
を
傍
ら
に
呼
び
包
む
所
な
く
語
り
ま
す
と
、
貞
宗
も
深
く
心
に
感
じ
涙
と
共
に
母
の
菩
提
を
弔
い
ま
し
た
。

そ

し
て
こ
の
年
忌
を
折
に
、
供
養
の
為
に

一
寺
を
建
立
し
た
い
と
話
し
ま
す
と
父
も
大
変
喜
ん
で
、
幸

い
近
く
に
智
証
法
師
と

い
う
知
行

兼
備
の
真
言
宗
の
僧
が
住
ん
で
い
た

の
で
之
を
請
じ
て
壮
大
な
寺
を
建
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
空
母
山
徳
蓮
寺

(
現

.
徳
林
寺
)

で
す
。

ま
た

こ
の
寺
に
は

一
つ
の
不
思
議
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
年
忌
や
法
会
を
催
す
毎
に
、
ど

こ
か
ら
と
も
な
く

一
人
の
僧
が
や

っ
て
き

て
之
に
参
じ
、
ま
た
知
ら
ぬ
問
に
何
処

へ
と
も
な
く
立
ち
去

っ
て
行
く
の
で
し
た
。
居
所
や
、
な
ぜ
供
養
し
て
下
さ

る
の
か
と
尋
ね

て
も
、

た
だ
笑

っ
て
い
る
ば
か
り
で
答
え
よ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
後
に
は
こ
の
僧
の
来
る
の
を
待

っ
て
読
経
を
始
め
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

徳
林
寺
縁
起

山
姥
物
語
終
り
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こ
の
山
姥
物
語
に
は
、
山
姥
と
い
う
化
物
が
出
て
く
る
反
面
、
福
富
新
蔵
や
小
池
与
八
郎
の
子
孫
が
現
存
し

て
い
る
と
い
う
、

現
実
の
二
面
性
を
持

っ
て
い
る
と
い
え
、
大
変
興
味
深
い
。

現
在
徳
林
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
山
姥
物
語
ゆ
か
り
の
品
は
次
の

一
、
山
姥
の
想
像
画

一
軸

一
、
山
姥

の
位
牌

一
、
福
富
新
蔵
の
弓
矢

第
四
章

徳
林
寺
の
建
造
物

三

点

が

あ

る

。

空
想
と

現
在
の
徳
林
寺
は
大
き
く
み
て
九

つ
の
建
造
物
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
建
造
さ
れ
た
時
代
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
室
町
時

代
か
ら
平
成
ま
で
と
幅
広
い
も
の
で
あ
る
。

「中
門
」

文
明
七
年

(
一
四
七
五
)
九
月
に
大
久
地
城
主
…織
田
広
近
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、

一
間
半
に

一
間
の
大
き
さ

の
切
妻
造
り
瓦
葺
き

で
あ
り
、
室
町
時
代
の
建
築
様
式
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
門
に
は
古
方
丈
と
と
も
に
、
明
治
二
十
二
年

(
一
八
八
九
)
六
月
に
、
内
務
省
よ
り
古
代
建
造
物
保
存
金
と
し
て
金
壱
百
円
が
下
賜
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
明
治
二
十
五
年

(
一
八
九
二
)

七
月
三
十
日
に
修
繕
し
た
際
、
中
門
棟
木
に
合
輪
し
た
木
の
裏
に

「文
明
七
未
年
九
月
建
之
本
坊
」
と
記
さ
れ

て
い
る
も
の
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。

「山
門
」

徳
林
寺
の
山
門
は
、
明
治
九
年

(
一
八
七
六
)
に
犬
山
城

【天
文
六
年

(
一
五
三
七
)
築
城

・
国
宝
】
の
第

一
黒
門
で
あ

っ
た
も
の
を
金
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二
十
三
円
で
購
入
し
、
檀
信
徒
の
奉
仕
に
よ

っ
て
移
築
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
城
郭
建
築
特
有

の
門
で
、
初
期
城
門
の
薬
医
門
形
式
を
残

し

て
い
る
。
な
お
現
在

の
犬
山
城
に
は
、
黒
門
の
台
石
の
み
残
さ
れ

て
お
り
、
第

一
黒
門
跡
と
さ
れ
て
い
る
。

「庫
裡
」

徳
林
寺
の
庫
裡
は
、
明
治
七
年

(
一
八
七
四
)
に
犬
山
城
主
成
瀬
公
の
所
有
す
る
武
者
所
で
あ

っ
た
瑞
泉
寺
山
内
臨
渓
院

の
庫
裡
を
金
三

百
九
十
円
で
購
入
し
移
築
し
た
も

の
。

「本
堂
」

明
治
十
三
年

(
一
八
八
〇
)
に
当
山
九
世
龍
源
和
尚
が
再
建
し
た
も
の
。

「書
院
」

大
正
時
代
に
当
山
十
世
浩
道
和
尚
に
よ

っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
。
正
確
な
建
立
年
月
目
は
確
認
で
き
ず
。

「古
方
丈
」

徳
林
寺
の
古
方
丈
は
、
当
山
の
建
造
物
の
中
で
最
古

の
も
の
で
あ
る
。
文
明
元
年

(
一
四
六
九
)
に
織
田
広
近
が
徳
林
寺
を
再
興
し
た
時

に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
幾
度
か
の
改
築
を
経
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
位
置
と
し
て
は
丁
度
徳
林
寺
の
中
心
、

山
門
と
中
門

の
つ
き
あ

た

り
に
あ
た
る
。
ま
た
、
庫
裡
と
本
堂
を
む
す
ぶ
渡
り
の
役
目
も
果
た
し
て
い
る
。

「鐘
楼
」

昭
和
三
十
四
年

(
一
九
五
九
)
九
月
の
伊
勢
湾
台
風
で
前

の
鐘
楼
が
倒
壊
し
た
た
め
、
昭
和
三
十
九
年

(
一
九
六
四
)
に
再
建
さ
れ
た
も

の
。
な
お
、
梵
鐘
は
戦
後
昭
和
二
十
三
年

(
一
九
四
八
)
に
再
鋳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「位
牌
堂
兼
開
山
堂
」

平
成
六
年

(
一
九
九
四
)
に
創
建
開
山
寿
岳
宗
彰
禅
師
五
百
年
遠
諦
を
記
念
し
て
再
建
さ
れ
た
も
の
。
開
山
堂
に
は
、
勧
請
開
山
悟
渓
宗

頓
禅
師

・
創
建
開
山
寿
岳
宗
彰
禅
師

・
妙
心
寺
開
山
無
相
大
師
の
三
師
の
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
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「経
蔵
堂
」

位
牌
堂
と
同
じ
く
平
成
六
年
に
新
築
さ
れ
た
も
の
。

参
考
文
献

・
資
料

(地
方
誌
)

○
大
口
町
史

編
集

・
大
口
町
史
編
纂
委
員
会

発
行

・
愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
役
場

昭
和
五
十
七
年
二
月
発
行

○
大
口
村
史

著
作
兼
発
行
者

・
野
田
正
昇

発
行
所

・
大
口
村
役
場

昭
和
十
年
八
月
十
五
日
発
行

○
郷
土
大
口

編
集
者

発
行
所

・
大
口
町
教
育
委
員
会

昭
和
四
十
二
年
四
月

一
日
発
行

○
江
南
市
史

資
料

一

宗
教
編

編
集

・
江
南
市
史
編
纂
委
員
会

発
行

・
江
南
市

昭
和
五
十
年
十

一
月
二
十
八
日
発
行

○
梶
原
内
羽
黒
七
人
衆
と
山
姥
物
語

一
切
経
が
納
め
ら
れ

て
い
る
。
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著
者

・
吉
野

守

発
行
者

・
梶
原
内
吉
野
会

平
成
元
年
十
月
四
日
発
行

(仏
教
書
)

○
妙
心
寺
ー
六
百
五
十
年
の
歩
み

著
者

・
木
村
静
雄

発
行
所

・
妙
心
寺
大
法
会
事
務
局

昭
和
五
十
九
年
四
月
十
五
日
発
行

○
妙
心
寺
六
百
年
史

発
行
所

・
妙
心
寺
開
創
六
百
年
記
念

雪
江
禅
師
四
百
五
十
年
遠
諦
大
法
會
局

昭
和
十
年
四
月
十
日
発
行

○
増
補

妙
心
寺
史

著
者

・
川
上
孤
山

補
述
者

・
荻
須
純
道

発
行
者

・
田
中
周
二

発
行
所

・
株
式
会
社

思
文
閣

昭
和
五
十
年
四
月
五
日
発
行

○
妙
心
寺
史

下
巻

著
者

・
川
上
孤
山

発
行
所

・
妙
心
寺
派
教
務
本
所

大
正
十
年
十
二
月
二
十
目
発
行

○
昭
和
改
訂

正
法
山
妙
心
輝
寺
宗
派
圖
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編
纂
者

・
妙
心
寺
派
宗
務
本
所
総
務
部

発
行
所

・
妙
心
寺
派
宗
務
本
所

昭
和
五
十
二
年
三
月
十
二
日
発
行

○
全
国
寺
院
名
鑑

中
部
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発
行

・
全
日
本
仏
教
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寺
院
名
鑑
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行
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昭
和
四
十
四
年
三
月

一
日
発
行

(そ
の
他
)

○
大
龍
山
徳
林
寺
過
去
帳

○
位
牌

○
石
塔

以

上


